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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年9月19日(2013.9.19)

【公表番号】特表2013-501801(P2013-501801A)
【公表日】平成25年1月17日(2013.1.17)
【年通号数】公開・登録公報2013-003
【出願番号】特願2012-524835(P2012-524835)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  15/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　
   Ｃ０７Ｋ  16/22    ＺＮＡ　

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月9日(2013.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以前に治療されたトリプルネガティブ転移性乳癌と診断された患者を治療するための医
薬であって、患者が二次治療としての化学療法と、次のアミノ酸配列：
ＥＶＱＬＶＥＳＧＧＧ　ＬＶＱＰＧＧＳＬＲＬ　ＳＣＡＡＳＧＹＴＦＴ　ＮＹＧＭＮＷＶ
ＲＱＡ　ＰＧＫＧＬＥＷＶＧＷ　ＩＮＴＹＴＧＥＰＴＹ　ＡＡＤＦＫＲＲＦＴＦ　ＳＬＤ
ＴＳＫＳＴＡＹ　ＬＱＭＮＳＬＲＡＥＤ　ＴＡＶＹＹＣＡＫＹＰ　ＨＹＹＧＳＳＨＷＹＦ
　ＤＶＷＧＱＧＴＬＶＴ　ＶＳＳ　（配列番号１）
を含む重鎖可変領域と、次のアミノ酸配列：
ＤＩＱＭＴＱＳＰＳＳ　ＬＳＡＳＶＧＤＲＶＴ　ＩＴＣＳＡＳＱＤＩＳ　ＮＹＬＮＷＹＱ
ＱＫＰ　ＧＫＡＰＫＶＬＩＹＦ　ＴＳＳＬＨＳＧＶＰＳ　ＲＦＳＧＳＧＳＧＴＤ　ＦＴＬ
ＴＩＳＳＬＱＰ　ＥＤＦＡＴＹＹＣＱＱ　ＹＳＴＶＰＷＴＦＧＱ　ＧＴＫＶＥＩＫＲ　（
配列番号２）を含む軽鎖可変領域を含む抗ＶＥＧＦ抗体の有効量を投与することを併用す
る治療計画を受け、治療計画の化学療法が、タキサン療法、カペシタビン、ゲムシタビン
又はビノレルビンからなる群から選択される少なくとも１つの化学療法剤の投与を含み、
治療計画が患者の無増悪生存期間を効果的に延長する医薬。
【請求項２】
　前記抗ＶＥＧＦ抗体が、ハイブリドーマＡＴＣＣ ＨＢ １０７０９によって産生される
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モノクローナル抗ＶＥＧＦ抗体Ａ４.６.１と同じエピトープに結合する、請求項１に記載
の医薬。
【請求項３】
　抗ＶＥＧＦ抗体がヒト化抗体である、請求項１に記載の医薬。
【請求項４】
　抗ＶＥＧＦ抗体がヒト化Ａ４.６.１抗体又はその断片である、請求項２に記載の医薬。
【請求項５】
　抗ＶＥＧＦ抗体がベバシズマブである、請求項１に記載の医薬。
【請求項６】
　抗ＶＥＧＦ抗体組成物、及び化学療法と併用して抗ＶＥＧＦ抗体組成物を用いるための
指示を含むパッケージを含む、ヒト患者において以前に治療されたトリプルネガティブ転
移性乳癌を治療するためのキット。
【請求項７】
　抗ＶＥＧＦ抗体が以下のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域：
ＥＶＱＬＶＥＳＧＧＧ　ＬＶＱＰＧＧＳＬＲＬ　ＳＣＡＡＳＧＹＴＦＴ　ＮＹＧＭＮＷＶ
ＲＱＡ　ＰＧＫＧＬＥＷＶＧＷ　ＩＮＴＹＴＧＥＰＴＹ　ＡＡＤＦＫＲＲＦＴＦ　ＳＬＤ
ＴＳＫＳＴＡＹ　ＬＱＭＮＳＬＲＡＥＤ　ＴＡＶＹＹＣＡＫＹＰ　ＨＹＹＧＳＳＨＷＹＦ
　ＤＶＷＧＱＧＴＬＶＴ　ＶＳＳ（配列番号１）
及び以下のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域：
ＤＩＱＭＴＱＳＰＳＳ　ＬＳＡＳＶＧＤＲＶＴ　ＩＴＣＳＡＳＱＤＩＳ　ＮＹＬＮＷＹＱ
ＱＫＰ　ＧＫＡＰＫＶＬＩＹＦ　ＴＳＳＬＨＳＧＶＰＳ　ＲＦＳＧＳＧＳＧＴＤ　ＦＴＬ
ＴＩＳＳＬＱＰ　ＥＤＦＡＴＹＹＣＱＱ　ＹＳＴＶＰＷＴＦＧＱ　ＧＴＫＶＥＩＫＲ（配
列番号２）
を有する、請求項６に記載のキット。
【請求項８】
　抗ＶＥＧＦ抗体がベバシズマブである、請求項６に記載のキット。
【請求項９】
　癌を有するヒト被検体に指示する方法であって、該方法は以前に治療されたトリプルネ
ガティブ転移性乳癌に対して、二次治療においてベバシズマブ及びタキサン療法、カペシ
タビン、ゲムシタビン又はビノレルビンからなる群から選択される少なくとも１つの化学
療法剤による乳癌治療を受けるための指示を提供することを含む方法。
【請求項１０】
　指示が少なくとも一つの化学療法剤による治療を受けるための指示を提供することを更
に含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ベバシズマブによる治療が少なくとも一つの化学療法剤による治療と同時である、請求
項９に記載の方法。
【請求項１２】
　以前に治療された転移性乳癌を有するヒト被検体における乳癌の治療のために、抗ＶＥ
ＧＦ抗体の投与を宣伝することを含む、プロモーション方法。
【請求項１３】
　方法が少なくとも一つの化学療法剤の投与を宣伝することを更に含む、請求項１２に記
載の方法。
【請求項１４】
　抗ＶＥＧＦ抗体の投与が化学療法剤の投与と同時である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　プロモーションはパッケージ挿入物により、該パッケージ挿入物が抗ＶＥＧＦ抗体によ
る癌治療を受けるための指示を提供する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　プロモーションが抗ＶＥＧＦ抗体の市販製剤に付随するパッケージ挿入物による、請求
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項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　プロモーションが化学療法剤の市販製剤に付随するパッケージ挿入物による、請求項１
２に記載の方法。
【請求項１８】
　プロモーションが医師又は医療提供者に対する文書伝達による、請求項１２に記載の方
法。
【請求項１９】
　プロモーションが医師又は医療提供者に対する口頭伝達による、請求項１２に記載の方
法。
【請求項２０】
　プロモーションはその後に抗ＶＥＧＦ抗体による被検体の治療が続く、請求項１２に記
載の方法。
【請求項２１】
　プロモーションはその後に抗ＶＥＧＦ抗体及び化学療法剤による被検体の治療が続く、
請求項１３に記載の方法。
【請求項２２】
　以前に治療された転移性乳癌を有するヒト被検体において、乳癌の治療のために、抗Ｖ
ＥＧＦ抗体をマーケティングすることを含むビジネス方法。
【請求項２３】
　方法が、抗ＶＥＧＦ抗体と併用して使用するために化学療法剤をマーケティングするこ
とを更に含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　マーケティングはその後に抗ＶＥＧＦ抗体による被験体の治療が続く、請求項２２に記
載の方法。
【請求項２５】
　マーケティングはその後に抗ＶＥＧＦ抗体及び化学療法剤による被験体の治療が続く、
請求項２２に記載の方法。
【請求項２６】
　以前に治療された転移性乳癌のヒト被検体において、乳癌の治療のために、抗ＶＥＧＦ
抗体との併用で化学療法剤をマーケティングすることを含む、ビジネス方法。
【請求項２７】
　マーケティングはその後に化学療法剤及び抗ＶＥＧＦ抗体の併用による被検体の治療が
続く、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　患者が胃腸穿孔の既往を持たない、請求項１に記載の医薬。
【請求項２９】
　患者が胃腸穿孔の既往を持たない、請求項９に記載の方法。
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